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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究はパーキンソン病の嚥下障害の病態を解明するため、定量的な測定法である高解

像度咽頭マノメトリ－を用いて、上咽頭から上部食道の嚥下圧の測定を行い、パーキンソ

ン病の重症度分類であるHoehn-Yahr分類ごとに測定結果を比較したものである。その結果、

stageⅤでは最大上咽頭圧と最大中咽頭圧が低下しており、咽頭から食道に向けて嚥下物を

押し込む力が低下していることが嚥下障害の原因の一つであることが示唆された。また、

安静時の上部食道括約筋圧は重症度が高いほど低下していた。安静時の上部食道括約筋圧

は輪状咽頭筋の機能を反映しており、重症度が高いほど輪状咽頭筋の収縮力が低下し、機

能が低下している可能性が示唆された。本論文の内容は今後のパーキンソン病によって生

じる嚥下障害の病態解明に寄与したものであり、明らかに学術水準を高めたものと認める。 

   


